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NPO 法人アルペなんみんセンター

2023 年度 事業報告書
（2023 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日）

　　　　　　　　　　　　　　　

はじめに

　世界で避難を強いられた人々の数は、ミャンマーやアフガニスタンなどの紛争に加え、ウクライナ

危機で急増し、2023 年 6月時点で1億1,000万人を超えました（UNHCR情報）。

　新型コロナウイルス感染症の収束に伴い、国際的な移動制限が緩和され、日本に庇護を求める難

民も急増しています。2023年、日本の難民認定申請者数は前年比266％増の13,823人に達しました。

難民と認定された者は303人と、過去最大でしたが、十分な保護を受けられない難民が依然として

大勢おり、路上生活を余儀なくされる人々も少なくありません。

　このような状況の中、難民認定申請者を受け入れる難民シェルターとして設立された当センターで

は、これまでに26か国81人を受け入れてきました。2023 年 4月には、東京・小金井市のカトリッ

ク教会の女子修道院の一部を借りて、アルペ小金井センターが開所されました。

　難民や避難民に寄り添う取り組みは地域社会に受け入れられ、様々な交流を通じた相互理解が進

んでいます。異なる背景や属性を持つ人 と々地域住民が共に喜び支え合い、共生社会を築く取り組み

が進んでいます。

　自治体との連携や協力も拡大しており、2023 年 5月には神奈川県やかながわ国際交流財団とウ

クライナ避難民に関する連携協定が締結されました。同じく6月には、UNHCR が自治体との連携を

強化するグローバルキャンペーン「難民を支える自治体ネットワーク」に鎌倉市が署名しました。鎌倉

市内の様々なステークホルダーが参加する「鎌倉なんみん共生フォーラム」とも連携し、難民を歓迎

する社会づくりに取り組んでいます。

　国際的な難民支援ネットワークにも参加し、定期的に現状を把握して意見交換を行っています。

2021年のミャンマー国軍クーデター以降、多くの内部避難民や難民が発生しているため、今後の支

援方法についてネットワークを通じて検討していきます。
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１　難民への定住支援事業
（１）緊急シェルターの提供
	 2023 年度実績　実人数 47人　新規入所者　32人　　延べ滞在日数	 10,749 泊

	 2022 年度実績　実人数 32人　新規入所者　21人　　延べ滞在日数	 7,698 泊

	 2021 年度実績　実人数 20人　新規入所者　13人	 延べ滞在日数	 3,519 泊

	 2020 年度実績　実人数 15人　新規入所者　15人　　延べ滞在日数	 1,857 泊

　　　　＊ 2020 年度からの新規入所者数　累計　81 人（26カ国）

　　　　＊ 2023 年度　実人数 47人
										　　　2020 年から継続 3人、2021 年度から継続 2人、2022 年度から継続 10人
　　　　＊平均滞在日数　			229 日間（2020 年からの継続含む）
　　　　＊最長滞在日数				1,277 日間（2020 年からの継続含む）

難民が安全で安心できる住居の提供
　施設内には 40の個室があります（鎌倉に 30室、小金井に 10
室）。入居者の通信手段を確保するために、スマートフォンを提
供し、施設内では常時Wi-Fi 接続が可能です。

食事の提供
1 日 3食の温かい食事を提供しました。調理担当スタッフを中心

に、多くの調理ボランティアの支援を受けています。食材の提供に
は、支援者や近隣の農家、青果店、パン屋、フードバンク、地域の
団体、鎌倉市や鎌倉市社会福祉協議会からも支援を受けています。

衣料・日用品
地域の市民グループや個人から中古・新品の衣料や日用品の寄

贈を受けています。寄贈品の整理や配布は地域のボランティアの
支援を受けています。

（２）医療の提供
　入居者の多くは、在留資格の関係で健康保険に加入できず、医
療費は全額自己負担となっています。必要に応じて、地域の医療
機関での診療にスタッフが同行するなどのサポートを提供してい
ます。医療費に関しては、当センターに寄せられる寄付や無料低
額診療制度も活用しています。

医師の往診、医療相談会
週に 1回、地元の医師がボランティアで往診してくださってい
ます。さらに、月に 1回、2名の医師と 1名の鍼灸師による医療
相談やマッサージを実施しています。また、小金井でも近隣の医
師や看護師に電話相談を行い、必要に応じた往診や近隣病院の支
援を受けています。
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（３）日本語学習支援
　将来的な自立のため、入居者のニーズに応
じて日本語の個人レッスンを実施しています。

（４）アルペファーム（農作業）
　敷地内の畑で、毎週土曜日に農作業を行い
ました。近隣住民が中心となり、入居者と交
流しながら野菜を育てました。

（５）地域のイベントへの参加

・2023/05　第 55回慈善茶会（鎌倉青年会議所主催）
・2023/05　みんなで鎌倉平和パレード
・2023/05　鎌人いち場
・2023/07　七夕飾りづくり（鎌倉社協）
・2023/08　レインボーブリッジ難民を考える音楽と講演（小金井）
・2023/09　鎌倉福祉まつり
・2023/10　第 65回鎌倉市民合唱祭
・2023/10　アジアスポーツフェスティバル
・2023/11　武蔵野はらっぱ祭り（小金井）
・2023/12　あーすフェスタかながわ
・2023/12　かまくら市民活動フェスティバル
・2023/12　ハートメッセージ 2023

（６）近隣の居場所プログラム
　月に 1回開催される近隣の地域食堂「ふらっ
とカフェ in 二階堂」に参加しました。また、
小金井では日本語教室や社会福祉協議会の手
芸ボランティアに毎週参加しています。

2023/05　第 55回慈善茶会（鎌倉青年会議所主催）

2023/10　アジアスポーツフェスティバル

2023/12　ハートメッセージ 2023

2023/09　鎌倉福祉まつり

2023/12　あーすフェスタかながわ
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（７）ウクライナ避難民支援
　ウクライナでロシアによる軍事行動が 2022
年 2 月 24 日に開始され、多くの国内避難民
や難民が発生しました。この影響で、日本に
も 2,606 人（2023 年 3 月末時点）が入国し
ています。アルペなんみんセンターは、公営
住宅につながるまでの間、2名の避難民（2022
年以降合計 11人）を受け入れました。

神奈川県とかながわ国際交流財団とウクライ
ナ避難民支援に関する連携協定締結
　2023 年 5 月、神奈川県と公益財団法人か
ながわ国際交流財団と連携協定を結び、神奈
川県在住のウクライナ避難民の支援を県内の
自治体と協働して行うことになりました。

日本財団助成事業「ウクライナ避難民の定住
に向けた地域受入環境整備支援」の実施
　日本財団の助成を受け、ウクライナ避難民
への支援事業や交流事業を実施しました。

・		相談、通訳事業

・		行政機関、病院等への同行支援

・		交流会の実施

・		難民映画会の企画、実施

・		ウクライナ写真展の企画、実施

　2024/2/28-3/3	 MUJIcomホテルメトロポリタン鎌倉

				2024/3/5-19	 鎌倉市役所

　2024/3/15-24	 鎌倉市中央図書館

　2024/3/29-4/29	 JICA 横浜

2023/7　ウクライナ交流会

2024/2　フラワーワークショップ

2024/2　ウクライナ写真展

（８）アフガニスタン難民支援
　アフガニスタンで再びイスラム主義勢力タリバンが実権を握った 2021 年 8月以来、混乱と
迫害から逃れるため、800 人以上のアフガニスタン人が日本に避難してきました。関係諸団体
と連携をとりながら、必要な支援を行いました。

（９）アルペ小金井センター開設
　2023 年 4月に、カトリック教会の女子修道院の一部を利用して、アルペ小金井センターを
開設しました。
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２　情報発信事業
（１）国際理解教育事業（なんみんセミナー、オープンデー）

なんみんセミナー（オンラインを含む）全国の小中高校や大学、そして近隣の施設で実施し
ました。オンラインを含め、多様な形式で開催しました。また、オープンデーも開催し、施設
見学や難民との交流の機会を提供しました。

　　２０２３年度	 なんみんセミナー　４５回開催	 　４, １５１人　参加
オープンデー　　　４７回開催	 　　　４４２人　参加

　　　　　　　　　　　　	 　合　計　　　　　９２回開催	 ４, ５９３人　参加

　　２０２２年度	 なんみんセミナー　５５回開催	 　３, ２２５人　参加
オープンデー　　　１７回開催　　　　　２３０人　参加
　合　計　　　　　７２回開催	 　　３, ４５５人　参加

　　２０２１年度	 なんみんセミナー　２０回開催	 ２, ４６１人　参加
オープンデー　　　　３回開催	 ３６人　参加
　合　計　　　　　２３回開催	 ２, ４９７人　参加

オープンデーの様子

関東学院大学横浜関内キャンパス開校記念

法学会主催講演会

「ウクライナ戦争と人権と平和」
～ウクライナ戦争と日本の難民受入～

世界中の平和を祈って 井上リエ 「ひまわり」

テーマ ウクライナ戦争と人権と平和～ウクライナ戦争と日本の難民受入～
日 時 2023 年 10 月 12 日（木） 10:45～12:25
場 所 関東学院大学横浜・関内キャンパス テンネー記念ホール（オンライン参加可能）
講 師 NPO 法人アルぺなんみんセンター事務局長 有川憲治 氏

＊アルぺなんみんセンター(鎌倉市）は、第 27 回神奈川県弁護士会人権賞を受賞（2022 年）

連絡先 関東学院大学学部庶務課 電 話 045-306-9333（代表）
メール kannaishomu@kanto-gakuin.ac.jp

申し込みは
こちら

2023/10　関東学院大学法学会主催講演会

2023/5　国際訪問団へのなんみんセミナー
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１）ニュースレター「アルペ通信」

　当団体の活動を広く伝えるため、ニュースレター
「アルペ通信（A4４ページ）」を発行し、配布しました。

　第 6号（2023 年			7 月、27,000 部）

　第 7号（2023 年 12 月、27,500 部）

２）ニュースレター「アルペだより」

当団体の日常の活動を広く伝えるため、ニュース
レター「アルペだより（A4１ページ）」を発行しました。

		No.	8	（2023 年 4月）　	 No.	9	（2023 年 7月）

		No.	10	（2023 年 10 月）	 No.	11	（2024 年 2月）

３）ホームページ

当団体のホームページにて、活動内容を詳細に紹
介しました。また、定期的にイベントの募集や報告
を掲載し、随時更新しています。

４）インスタグラム

難民の状況等の情報を発信しました。　　

５）SNS 配信、YouTube チャンネル

　当団体の最新情報を発信するために、Facebook
ページにて活動のアップデートを定期的に共有しま
した。同時に、YouTube チャンネル「アルペチャ
ンネル」を通じて、動画形式での活動内容を広く配
信しました。

（２）ニュースレター、ホームページ、SNS 等での情報発信

アルペ だより
NPO 法人 アルペなんみんセンター 〒 248-0001 神奈川県鎌倉市十二所 80 イエズス会 日本殉教者修道院 

 Tel 0467-55-5422   E-mail: info@arrupe-refugee.jp   https://arrupe-refugee.jp

2023 年 ４月

No.8
難 民 の 友 に 、 難 民 と 共 に

　アルペなんみんセンターへのご支援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

アルペ・ウクライナ交流会
２月 24 日 ウクライナ祈りの集い

ロシアによるウクライナ侵攻から1 年。ウクライナから避
難された方 と々心静かに平和を願いました。

３月 31 日 ボウリング大会
アルペなんみんセンター入居者とウクライナ避難者が一
緒にボウリングに挑戦し、大いに盛り上がりました。

令和３年度社会福祉振興助成

事業の中から、特に優れている
と認められた事業としてアルペ
なんみんセンターの活動が紹介
されました。

ご協力ください！
書き損じはがき、未使用はがき
未使用切手を 集めています
　書き間違いなどで投函しなかった年賀状・郵便はがき

（額面が汚れていないもの）がありましたら、アルペな

んみんセンターまでお送りください。通信費として大切

に使わせていただきます。未使用の郵便はがき・切手も

受付中です。ご協力をよろしくお願いいたします！
＊使用済みの切手は集めておりません。ご了承ください。

報告書はこちらから
ご覧いただけます。

国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）
ナッケン駐日首席副代表が鎌倉を訪問
　３月 24 日 、UNHCR 駐日事務所の首席副代表と国連

UNHCR 協会のスタッフがアルペなんみんセンターの活動

を視察されました。その後、鎌倉市役所を表敬訪問し、

UNHCR と自治体との連携強化を目指すグローバルキャン

ペーン「難民を支える自治体ネットワーク」について意見

交換しました。

　視察の様子は、UNHCR 駐日事務所

のホームページに掲載されています。右

のリンクからご覧になれます。

WAM 助成
「特に優れた助成事業」
に選ばれました！

UNHCR 駐日事務所

アルペ だより
NPO 法人 アルペなんみんセンター  〒 248-0001 神奈川県鎌倉市十二所 80   Tel 0467-55-5422    info@arrupe-refugee.jp

アルペ小金井センター（2023 年４月〜）koganei@arrupe-refugee.jp     　https://arrupe-refugee.jp

2023 年 ７月

No.9
難 民 の 友 に 、 難 民 と 共 に

　アルペなんみんセンターへのご支援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

ご協力ください！
書き損じはがき、未使用はがき
未使用切手を 集めています
　書き間違いなどで投函しなかった年賀状・郵便はがき

（額面が汚れていないもの）がありましたら、アルペなん

みんセンターまでお送りください。通信費として大切に使

わせていただきます。未使用の郵便はがき・切手も受付

中です。ご協力をよろしくお願いいたします！

＊使用済みの切手は集めておりません。ご了承ください。

６月 20 日（火）
青山学院大学　ガウチャー記念礼拝堂
　青山学院大学総合文化政策学部の皆様の熱意と

私たちの思いがあわさり、「世界難民の日」当日に「世

界・日本・わたし～ミャンマーの子どものまなざしを

受けて」と題する上映会＆トークイベントが実現しま

した。上映前には、司会の学生さんから、問題意識

を持ちながら鑑賞するための「補助線」を提示する

工夫がありました。

　上映後には当センタースタッフの松浦がミャンマー

の最新状況に触れながら、ミャンマーをはじめ日本

に逃れてきた難民を受け入れ、ともに歩む社会を実

現するために一人ひとりの行動を呼びかけました。（写

真①、②）また、在日ミャンマー人の方も登壇され、

日本での難民認定申請や暮らしに関する貴重な証言

をお聞きすることができました。

　質疑応答では、日本での難民認定がされにくい状

況や、留学生としてできることについてといった具体

的な質問があがり、難民問題への関心の高さがうか

がえました。

６月 24 日（土）
鎌倉商工会議 所ホール
　鎌倉では、映画上映会と藤元明緒監督・ミャンマー

出身の鎌倉市民Mさんとのトークショーを行いまし

た。藤元監督は、ドラマでありながらドキュメンタリー

のようなリアリティのある映像になったエピソードや、

ロケを行った当時の状況などをお話しくださいまし

た。Mさんからは、映画を通してミャンマーについて

日本の人々に知ってもらえたことが大きな喜びになっ

たという感想を語っていただきました。（写真③、④）

　主人公の家族を「難民」「在日外国人」という大き

な枠にはめず、日本で暮らす一人ひとりの日常や心の

動きを丁寧に描いたこの作品から、地域で難民を自

然に受け入れ、友人としてかかわっていく大切さを再

確認しました。

世界難民の日
2023

毎年６月 20 日は、国連が定めた世界 難民の日です。今年は東 京と鎌 倉で、
日本・ミャンマー合作映画「僕の帰る場所」上映会を行いました。

① ②

③

④

アルペ だより
NPO 法人 アルペなんみんセンター  〒 248-0001 神奈川県鎌倉市十二所 80   Tel 0467-55-5422    info@arrupe-refugee.jp

アルペ小金井センター（2023 年４月〜）koganei@arrupe-refugee.jp     　https://arrupe-refugee.jp

2023 年 10 月

No.10
難 民 の 友 に 、 難 民 と 共 に

　アルペなんみんセンターへのご支援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

ご協力ください！
書き損じはがき、未使用はがき
未使用切手を 集めています
　書き間違いなどで投函しなかった年賀状・郵便はがき

（額面が汚れていないもの）がありましたら、アルペなん

みんセンターまでお送りください。通信費として大切に使

わせていただきます。未使用の郵便はがき・切手も受付

中です。ご協力をよろしくお願いいたします！

＊使用済みの切手は集めておりません。ご了承ください。

7 月 25 日　第 3 回学習会

「難民との地域共生
〜難民・移民フェスを立ち上げて〜」
　難民・移民フェス実行委員会の髙谷幸さんに、
2022 年から首都圏で３回開催された「難民・移民
フェス」のお話をうかがいました。難民や移民の方々
が主役となって能力を発揮できるようなイベントを企
画・運営するためのヒントをたくさん得られました。

9 月 18 日　第 4 回学習会

「増え続ける世界の難民と私たちの役割」
NHK 専門解説委員の二村伸さんをお迎えして、世
界の難民の現状と日本の難民制度について大変わか
りやすくお話しいただきました。難民を受け入れる
ドイツの事例もご紹介いただき、市民と難民がとも
に生きる姿を学びました。

　難民問題に関心を寄せる鎌倉市内の団体や市民のゆるやか
なネットワークとして、2021 年から学習会等を行っています。
前半は専門家による基調講演、後半は会場に集まった方々と
これからの連携のあり方を考えるための意見交換を行い、難
民を歓迎できる社会の実現に向けた一歩を踏み出しています。

鎌 倉 な ん み ん
共 生 フ ォ ー ラ ム

鎌倉なんみん共生フォーラム
関連記事
アルペなんみんセンターのホームページから
関連記事をご覧いただます。

・鎌倉なんみん共生フォーラムの試み
・鎌倉なんみん共生フォーラム賛同のお願い
・鎌倉市が「難民を支える自治体ネットワー  
  ク」に参加表明

小冊子
「難民って どんな人？」
を作成しました！

　かながわ民際協力基金助
成金・難民シェルター発「誰
も取り残さない多文化共生
社会」の担い手育成事業で、

小冊子「難民ってどんな人？」を作成しました。
ホームページからダウンロードいただけます。

アルペ だより
NPO 法人 アルペなんみんセンター  〒 248-0001 神奈川県鎌倉市十二所 80   Tel 0467-55-5422    info@arrupe-refugee.jp

アルペ小金井センター（2023 年４月〜）koganei@arrupe-refugee.jp     　https://arrupe-refugee.jp

2024 年 2 月

No.11
難 民 の 友 に 、 難 民 と 共 に

　アルペなんみんセンターへのご支援ありがとうございます。アルペの「いま」をお届けします！

ご協力ください！
書き損じはがき、未使用はがき
未使用切手を 集めています
　書き間違いなどで投函しなかった年賀状・郵便はがき

（額面が汚れていないもの）がありましたら、アルペなん

みんセンターまでお送りください。通信費として大切に使

わせていただきます。未使用の郵便はがき・切手も受付

中です。ご協力をよろしくお願いいたします！

＊使用済みの切手は集めておりません。ご了承ください。

1 月 5 日　小田原城訪問
2024 年初の遠足企画。総勢 13 人で小田原城址公
園に出かけました。天守閣から絶景を眺め、甲冑の
着付けや忍者体験にも挑戦しました。来日したばか
りで初めての観光という入居者も一緒に楽しんでい
ました。

　鎌倉生涯学習センターにて、難民への理
解を促進するための映画会を開催しました。
　11 月・12 月には、長年パレスチナで取材
をされている古居みずえ監督のドキュメンタ
リー作品を上映し、トークショーを行いまし
た。1 月には日本で暮らすクルド人高校生が
主人公の「マイスモールランド」を上映。難
民申請者の置かれている状況や日々の生活
を知り、考える時間となりました。

な ん み ん 映 画 会
日本財団助成事業

2023 年11月 24日
ガーダ　パレスチナの詩
2023 年12 月 8日
ぼくたちは見た ― ガザ・サムニ家の子どもたち ―
2024 年1月13日
マイスモールランド

６）パンフレット　活動紹介パンフレットをリニューアルし、47,000 部発行しました。

７）新聞広告　カトリック新聞に広告を掲載しました。

“日本に逃れてきた難民たちを、
  友情をもって受け入れることをお願いします。”

教皇フランシスコ
（2019年11月25日 東京カテドラル聖マリア大聖堂「青年との集い」にて）

シェルターの提供や、母国での迫害の傷を癒し、
定住するための支援を行なっています。

難民の命と希望を支えるために、
ご寄付をお願いします。

Tel.0467-55-5422 アルペなんみんセンター

〒248-0001 神奈川県鎌倉市十二所80
イエズス会 日本殉教者修道院

NPO法人アルぺなんみんセンター
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（３）小冊子「難民って どんな人？」発行　　
　　　（公財）かながわ国際交流財団 かながわ民際協力基金助成事業

　　難民のことを広く伝えるために小冊子を作成発行しました。
　　A5版カラー 28ページ、3,000 部

・難民ってどんな人？	
・日本に来る “難民 ” っているの？	
・“ 難民認定 ” されないとどうなるの？	
・Case1 ／就労　「働きたくても働けない」を支える
・Case2 ／健康　「病院にかかれない」を支える
・Case3 ／出産　「子どもを産み、育てる」を支える
・Case4 ／教育　「教育を受ける権利」を支える
・Case5 ／地域　「人とのつながり」を支える
・Case6 ／ケア　「心の傷」をいやす
・Case7 ／自信　「居場所と生きがい」をつくる
・Case8 ／制度　市や県とつながり、しくみをつくる
・Case9 ／展開　モデル化し、全国に広める
・みんなで迎えたウクライナ避難民
・私には、何ができるの？

どんな人？
難民って

難民シェルター発

「誰も取り残さない多文化共生社会」の担い手育成事業

難民ってどんな人？

かながわ民際協力基金助成金
難民シェルター発「誰も取り残さない多文化共生社会」の担い手育成事業

2023年9月30日発行

〒248-0001　神奈川県鎌倉市十二所80
Tel：0467-55-5422　　Fax：0467-55-5423　　E-mail：info@arrupe-refugee.jp

「誰も取り残さない多文化共生社会」の担い手育成事業

NPO法人

アルペなんみんセンター

NPO法人

アルペなんみんセンター

（４）世界難民の日 2023　日本財団助成事業

　毎年 6月 20 日は、国連が定めた世界難民の日です。
この日に東京と鎌倉で、日本とミャンマーの合作映画「僕
の帰る場所」の上映会を行いました。この映画は、ミャ
ンマー難民の状況や彼らが直面する課題を描いており、
観客に対して難民問題への理解と共感を深める機会を提
供しました。難民問題に関心を持つ多くの人々が集まり、
意識を高めるための重要なイベントとなりました。

2023 世界難民の日 映画会
世界・日本・わたし～ミャンマーの子どものまなざしを受けて

2023年6⽉20⽇(⽕)
18:30∼20:30
⻘⼭学院⼤学
ガウチャー記念礼拝堂
東京メトロ表参道駅B1出⼝より徒歩5分
問い合せ先：goken6@sccs.aoyama.ac.jp
申込：こちらから（6/19（⽉）18時まで）

僕の帰る場所

  世界の難民は1億人を超え、
日本にも多くの人々が逃れてきています。
世界難民の日、在日ミャンマー人家族の実話

をもとに作られた映画を観て、難民・移民とと
もに歩む日本、そして私たち自身について
考えてみませんか。
対　象：学生、一般
参加費：無料
主　催：青山学院大学　総合文化政策学部
共　催：NPO法人アルペなんみんセンター
　　　　NPO法人山岳民族子供支援プロジェクト
後　援：国連UNHCR協会

作品紹介「僕の帰る場所」
日本・ミャンマー98分、日英字幕付き、監督・脚本・編集：藤元明緒
東京国際映画祭「アジアの未来」部門グランプリおよび監督賞受賞
詳細：https://passage-of-life.com/introduction/　

世界難民の日 2023 in 鎌倉

鎌倉商工会議所ホール
（鎌倉市御成町 17-29、鎌倉駅西口より徒歩 5分）

プログラム
・難民映画上映 「僕の帰る場所」(2017 年／ 98 分／日本・ミャンマー）

・トークショー　藤元明緒 監督 X 鎌倉在住ミャンマー人（予定）

・難民を支える自治体ネットワークについて

参加費　無料（会場募金にご協力ください） 

定　員　80 名（先着順、定員になり次第締め切らせていただきます）

申込方法　QR コードからお申込みください。
　　　　　　　　 QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。

主催：NPO 法人アルペなんみんセンター
　　　   鎌倉市十二所 80  Tel 0467-55-5422  info@arrupe-refugee.jp

後援：神奈川県（申請中）/ 鎌倉市（申請中）/公益財団法人かながわ国際交流財団
　　　UNHCR 駐日事務所 / 国連 UNHCR 協会

藤元明緒（ふじもと あきお）監督
1988 年生、大阪府出身。ビジュアルアー
ツ専門学校大阪で映像制作を学ぶ。日
本に住むあるミャンマー人家族の物語を
描いた長編初監督作『僕の帰る場所』(18/
日本 = ミャンマー ) が、第 30 回東京国
際映画祭「アジアの未来」部門２冠など
受賞を重ね、33 の国際映画祭で上映さ
れる。長編二本目となる『海辺の彼女た
ち』(20/ 日本 = ベトナム ) が、国際的な
登竜門として知られる第 68 回サンセバ
スチャン国際映画祭の新人監督部門に
選出。同作にて、新藤兼人賞 2022 金賞、
第３回大島渚賞を受賞。現在、アジアを
中心に劇映画やドキュメンタリーなどの
制作活動を行っている。

世界の難民は１億人を超えています。迫害から逃れて来日する難民も増えています。
鎌倉市は 2023 年６月 27 日 UNHCR と自治体との連携強化を目指すグローバルキャンペーン

「難民を支える自治体ネットワーク」に参加します！
鎌倉で難民を受入れ、難民を支えるにはどうしたらよいか、共に考えませんか？

６月 24 日（土）14:00 ～ 16:30

ＵＮＨＣＲグローバルキャンペーン

「難民を支える自治体ネットワーク」とは？（UNHCR ホームページより）

　国連難民高等弁務官事務所 UNHCR では自治体との連携を強化しています。すで
に世界では、各地の自治体が立ち上がり、市民社会を巻き込みながら、さまざまな
形で難民支援の輪を広げています。UNHCR と自治体との連携強化を目指すグローバ
ルキャンペーン「難民を支える自治体ネットワーク」（英語名：Cities #WithRefugees）
にも、日本を含めた世界 55 カ国・286 の自治体（2023 年５月 19 日時点）が参加し
ています。UNHCR は自治体と連携を強化し、SDGs（持続可能な開発目標）で掲げら
れている “ 誰一人取り残さない ” 世界の実現を目指します。

参加申込フォーム

World Refugee Day 2023 in Kamakura

13:30 開場
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（６）メディア掲載

　多くのメディアから取材を受け、難民の状況や当センターの活動を紹介する機会を得られました。

【新聞　６件】
「難民」との交流、各地で広がる　課題知るきっかけに	 2023/04/15 	 日本経済新聞
「難民の方に自慢の一杯を」人気ラーメン店が鎌倉で提供	 2023/05/25 	 東京新聞
「日本が取り残される」改正入管法成立　現場は？	 2023/06/23 	 タウンニュース
ＳＤＧｓ活動の生徒、鎌倉の難民施設を訪問…湘南白百合	 2023/10/31	 読売新聞
スリランカの元警護員　ＮＰＯ施設で一緒に暮らす　地域と活発に交流	 2023/11/03	 中部経済新聞他６紙
難民に心温まる珠玉の一杯を　人気ラーメンで住民と交流　鎌倉	 2023/11/25	 毎日新聞

【雑誌　１件】
社会参画を通して難民認定申請者を支援	 2023/11/01	 月刊誌「WAM」

【ネットニュース　７件】
UNHCR 駐日事務所　鎌倉市視察報告　	 2023/04/07	 UNHCR 日本ニュース
日本の行く末に暗澹たる気持ちに……「入管」に収容される人と逃げ続ける人の悲哀	

2023/04/24	 YAHOOニュース
NPO法人アルペなんみんセンター小金井を本学学生が訪問	 2023/06/08	 白百合女子大学
「日本が取り残される」改正入管法成立　現場は？	 2023/06/23 	 Yahoo ニュース
鎌倉市のアルペなんみんセンターの視察　難民の友に、難民と共に	 2023/08/31	 選挙ドットコム
講演会「ウクライナ戦争と人権と平和」が行われました	 2023/11/15	 関東学院大学
難民に心温まる珠玉の一杯を　人気ラーメンで住民と交流　鎌倉	 2023/11/25	 YAHOOニュース

【ラジオ　１件】
世界難民の日に寄せて	 2023/06 	 鎌倉 FM

（５）なんみん映画会 ＊日本財団 助成事業

	 2023 年 10 月にパレスチナ自治区ガザ
でイスラエルとパレスチナの軍事衝突が発
生したことを受け、関連する映画上映と監
督のトークイベントを行いました。さらに、
日本で暮らすクルド難民を描いた映画も上
映し、難民申請者が直面する状況について
考える機会が提供しました。このイベント
は、観客に対して難民問題への理解を深め、
共感を促す場となりました。

2023 年 11 月 24日（金）18:00 〜

「ガーダ　パレスチナの歌」
       　古居みずえ監督のトーク

2023 年 12 月８日（金）18:00 〜

「ぼくたちは見た - ガザ・サムニ家の子どもたち」
       　古居みずえ監督のトーク

2024 年１月 13日（土）18:00 〜

「マイスモールランド」
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３　調査・研究事業
（１）「鎌倉なんみん共生フォーラム」の取り組み

　地域における難民の受け入れと支援に関する連携をはかるため、市民グループ、社会福祉
協議会、社会福祉施設、市議会議員、メディア関係者などが集い、学習会（２回）、なんみん
映画会（３回）を行いました。基調講演はオンラインでも配信し、全国から参加がありました。

　　　
■ 学習会の開催　（公財）かながわ国際交流財団 かながわ民際協力基金助成事業

　　　
第３回　2023 年 7月 25日（火）14：00〜 16：00

カトリック雪ノ下教会レベックホール

「難民との地域共生
　　〜難民・移民フェスを立ち上げて〜」
講師：高谷　幸さん（難民・移民フェス実行委員会）

第４回　2023 年９月 18日（月）14：00〜 16：00

カトリック雪ノ下教会レベックホール

「増え続ける世界の難民と私たちの役割」
講師：二村　伸さん（ジャーナリスト、NHK専門解説委員）

■なんみん映画会の開催（P8 参照）　日本財団助成事業

（２）地域通貨「クルッポ」を活用した地域とのつながり

　鎌倉市が運営する地域通貨「クルッポ」の加盟スポッ
トとして、クルッポを使って体験できるプログラムを提
供しました。また、インスタグラムへの感想や質問を
送った方にクルッポを差し上げるなど、双方向のコミュ
ニケーション手段として活用しました。
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（３）国内外の難民支援団体とのネットワーク

■ NPO 法人  移住者と連帯する全国ネットワーク

　国内の難民移民支援ネットワーク団体「移住者と連
帯する全国ネットワーク」に参加し、日本における難
民の諸問題に関する情報収集および関係団体との連携
強化に努めました。

■ NPO 法人  なんみんフォーラム

     〜収容代替措置（ATD）の受け皿としての役割

　国内の難民支援ネットワーク団体「なんみんフォー
ラム」に参加し、日本における難民の諸問題に関する
情報収集および関係団体との連携強化に努めました。

　また、法務省、日本弁護士連合会、なんみんフォーラ
ムが 2012 年から実施している「日本の空港において難
民としての庇護を求めた者に係る住居の確保等に関する
事業」の受け皿としての役割が広がってきました。

■ JCAP Migrants and Refugees Network への参加

　JCAP	Migrants	and	Refugees	Network（アジア地域
の移民難民支援団体のネットワーク）のオンライン会
議に定期的に参加し、情報交換、共有を行いました。
また、以下の国際会議にスタッフを派遣しました。

　2023 年 11 月「ミャンマーフォーラム」インドネシア

　2024 年			3 月「ネットワーク会議」				台湾

ミャンマー難民の現地視察（タイ・メーソート）

　2021年 2月にタイで国軍によるクーデターが発生し、
その結果、290万人以上の国内避難民が生まれ、1800
万人以上が人道支援を必要とする状況となりました。ま
た、120万人以上が隣国へ逃れ、難民として避難生活
を送っています（UNHCR、2024年 4月）。
　このような状況を受け、JCAPネットワークはミャンマー
支援を協働で行うことを決定し、2024 年 2月にタイの
メーソートでミャンマー難民の現地視察を行いました。
視察後も、ネットワーク内の諸団体と情報を共有しなが
ら、どのような支援ができるかを継続的に検討していく
予定です。この取り組みは、ミャンマー難民に対する具
体的な支援策を策定し、実行するための重要な一歩とな
ります。

移住連省庁交渉に参加
2023 年 11 月 参議院議員会館

JCAP	Migrants	and	Refugees	Network 参加者と一緒に
2024 年 3月台湾・輔仁大学

ミャンマー難民キャンプ2024 年 3月タイ・メーソート

日
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オンラインのネットワーク会議




